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　要約＝愛育病院で1989～91年に出生した児のうち・両親とも外国人、極小未熟児、ダウン症候群児を除獣保健指

導部で生後1～36か月時に健診した乳幼児2152名を対象とした。1970年前後に同部で健診した2、3歳児と比べ、

今回調査の方が達成割合が多かった項目は・　r外でよく遊ぶ」、　r友達がいる」、　r二語文」 、　r歌う」r（以よ2歳

半位での比較）・r円を描く」・rブランコ」・rでんぐり返し」、r鉄棒」、r友達遊びの機会がある」、r友達

と上手に遊べる」、「くせ無し」、「歯磨きする」、・「おやっを規則的に与えている」（以上3歳位での比較）等で

あった。逆に今回の方が少なかった項目は、　「階段ののぼりおり」、「よく歩く」　（以上2歳半）
、

「三輪車」、「
少食」、「むら食いJ（以上3歳）等であった。これらの変化は、子どもの生活環境や親の意識の変化によると考え

られる・1～18か月健診時の螂数が多い場合・また・賜鰍時や・歳鞭診時の発達項目の多くは、30・～

36か月児の「児の発達」と有意な関連が認められた。

見出し語＝　二・三歳児・発達の比較、発逮の予測性、幼児の生活習慣、乳幼児健診
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工　目的

　最近の乳児の発達D、及び1、2歳児の発達は2㌧約

20年前のそれらと比較してやや早い傾向が認められ、こ

れは乳幼児を取り巻く環境の変化による差と考えられた。

それらの報告に引続き今年度は、2、3歳児の発達を調

査した。また、0、1歳児の発達に関する問診項目等が、

どの程度発達の指標として意味をもつものなのか、2、

3歳児の発達との関連性を分析した。

II対象

　対象は以前の報告とほぼ同様、総合母子保健センター

愛育病院で1989年4月から1991年2月に出生した2324名

のうち、両親とも外国人（163名）、極小未熟児（8名）、

ダウン症候群児（1名）を除き、同センター保健指導部

を健康診査のため受診した乳幼児2152名（男児1110名、

女児1042名）である。この対象児のうち・生後11～12か

月時の受診児は1448名（受診率67．3％）、生後13～14か

月時の受診児は109名（5。1％）、生後正5～16か月時の受

診児は57名（2．6％）、生後17～18か月時の受診児は

1264名（58．7％）、生後19～20か月時の受診児は99名

（4。6％）、生後21乍22か月時の受診児は23名（L1％）・

生後23～24か月時の受診児は1173名（54・5％）・生後

25～26か月時の受診児は98名（4．6％）、生後27～28か

月時の受診児は28名（1．3％）、生後29～30か月時の受

診児は833名（38．7％）、生後31～32か月時の受診児は

87名（4．0％）、生後33～34か月時の受診児は21名（

1．0％）、生後35～36か月時の受診児は729名（33・9％）

であった。最終集計時点を1994年1月としたため、その

後に受診する幼児もいる。従って、3歳近くでは受診率

がやや少なく、また逆に2歳前後の受診率は前回の報告

よりやや増加した。対象児のうち1500～2499gで出生し

た低出生体重児は122名であった。

皿　方法

　主として母親への問診により記載されている保健指導

部カルテωをデータシートに書き写した後、京都教育大

学の大型コンピューターでSASを使用し分析した。最

近の2、 3歳児の発達を以下のように評価し・以前の同

様の調査と比較等を行った。

1、発逮及び生活習慣の達成割合

　比較的受診児数が多かった生後29～30か月時、

35～36か月時の受診児に関して、発逮や生活習慣の

項目の達成割合を求め2、3歳児の発達を評価した。月

齢表示の達成割合は、例えば29～30か月児の場合・

生後29か月0日から30か月30日までの受診時点で・
ある発達項目等が可能であった割合である。以下1992年

値と略す。

2、発達及び生活習慣の年代別比較

　1970年前後に同部を受診した2、3歳児の同様の調査

（調査期間は1960～1975年であるが、その約90％は

1969～1975年出生児である。以下1970年前後値と略す）

4』5）と比較した。

3、発達の予測性

　0、1歳児の月齢別の発達項目や主訴数（いずれも母

親への問診による）と、医師または、心理相談による生

後30～36か月児の発達評価との関連をみた。
　心理相談での「発達」に関しては、位置関係の理解（

上、後、前、下、中のうち2つ以上できれば可）・はめ

板（三角、半円、十字、菱形のうち3つ以上で可）・眼

前にない物の名（会話で2語以上）の3項目のうち2項

目以上できない場合に経過観察を原則とした。「行動」

は、場への適応性、対人行動、活動性・意欲・情緒の安

定性、特異な行動・くせ等、また、「母子関係」は、愛

着関係、親の態度等により必要な場合、経過観察した。

w　結果

1、発達及ぴ生活習慣の達成割合

　29～30か月児833名、35～36か月児729名に関

する主な1992年値を表1に示す。

　1980年と1990年の幼児の発達に大きな差は認められな

かった幼児健康度調査6，とは、対象月齢が多少異なるた

め、厳密な比較はできない。しかし、その中で同じ内容

の項目をみると、2歳児（2歳以上～3歳未満）のr二

語文』達成割合（不明を除く）は92。6％、 3歳児が「円

を描く』割合は94。2％であり、今回調査は、29～30

か月児のr二語文』97．6％、35～36か月児のr円を

描く」97。6％と比較的高かった。しかし、3歳児の生活

習慣として、　「衣服の着脱」、「ごっこ遊び』等に関し

ては、幼児健康度調査と今回の調査結果はほぼ同じ達成

割合であった。幼児健康度調査で1980年から1990年にか

けて2畿児24％→35％、3歳児25％→β8％≧増
加していた「くせ有」は、今回の方がさらに多かった。

2、発達及び生活習慣の年代別比較

1992年値と1970年前後値に関して、カルテ記載が全く
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表1　月齢別発達や生活習慣の達成割合（1992年値）

月齢　　発達項目（達成割合　％）

29～
　30
か月児

走る（99。6％）、両足とび（94．9％）、つかまって階段のぼりおり（93．0％）、

つかまらずに階段のぼりおり（90．3％）、ボールをける（98．3％）、三輪車をこぐ（37．0％）、

垂直線を描く（90．4％）、外でよく遊ぶ（94．5％）、友達がいる（88．7％）、

他の子に関心を示しまねる（98．1％）、単語（99．8踏）、二語文（97．6％）、よくしゃぺる（98・5％）、

歌う（9す。1％）、なあにとよく 聞く（95，1％）、歯みがき（97．3％）、手洗い（99、1％）、

排泄のしつけ開始（89．6％）、誘って排泄可能（71．1％）、排泄する前に教える（71．9％）、

衣服の着脱自分でしたがる（74。6％）、くせ有（49．2％）、指しゃぶり有（24．8％）

35～
　36
か月児

両足とび（99．5％）、足を交互に踏み出して階段のぼりおり（93。2％）、三輪車をこぐ（74．0％）、

でんぐり返し（88・4％）・鉄棒（95・6％）・ブランコ：（93・2％）・はさみで切る（96・6％）・

円を描く（97．6％）、友達がいる（92．8踏）、友達と上手に遊べる（96．8％）、ごっこ遊び（96。9％）、

母から離れて遊ぶ（92。0％）、要求や意思を言葉でいう（98。6％）、姓名をいう（92。5％）、

どうしてと質間が多い（91．2冗）、歯みがき（98。3％）、手洗い（99．4冗）、日中の排泄闇題無（83・6％）・

夜の排泄問題無（75。9％）、衣服の着脱大体できる（87．3％）、くせ有（47．1％）、指しゃぶり（25・8％）

同じ内容の項目は必ずしも多くはなかったが、その項目

のみを比較した。

　①生後2歳半位での比較

　29～32か月児の1992年値と1970年前後値に関して、

「外でよく遊ぶ」幼児の割合は、前者806／858i93．9％、

後者788／1031＝76．4％、　「友達がいる」割合は、前者

778／884i88．0％、後者1098／1482＝74．1％、　「二語文」

を話せる割合は、前者841／861＝97．7％、後者960／

1061＝90．5％（以上3項目はp＜0．001）、また「歌う」

割合は、前者837／872＝96．0％、後者844／914＝92．3％

（p〈0．01）と、1992年値が有意に多かった。これらの

結果、即ち最近の幼児には友達がも、て言語発達が早い傾

向である点は、昨年度の23～26か月児の調査結果と

同様であった。

　しかし、　rつかまって階段をのぼりおりする」29～

32か月児の割合は、1992年値816／887＝92．0％、

1970年前後値263／270≧97．4％、「っかまらずに階段を・

のぼりおりする」 児の割合は、前者696／778＝89．5％、

後者556／597＝93．1％（両者ともpく0．Of）と1970隼前

後値が有意に多かづた。またrだっこが多い」幼児／r

よく歩く」幼児の比率は、1992年値163／804、1970年前

後値67／678であり、一最近の幼児の方が「だっこ」は多

かった（p＜0．001）o

　②生後3歳位での比較

　発達に関して、35～36か月児の1992年値と、35

～38か月（90％以上は35～36か月）児の1970年前後値

の比較では、「円を描く」割合は、前者694／711＝

97．6％、後者814／863＝94．3％、「ブランコ」をこげる

割合は、前者660／703＝93．2％、後者699／946＝73，9％

（以上2項目はp＜0。001）、また、　rでんぐり返し』

できる割合は、前者604／683ニ88。4％、後者792／934＝

84。8％、「鉄棒」で遊ぶ割合は、前者656／686i95、6％、

後者788／844＝93．4％（以上2項目はpく0，05）と、運

動発達は1992年値が有意に早い項目が多かった。しかし、

「三輪車をこぐ」幼児の割合は、1992年値502／678＝

74．0％、1970年前後値1019／1161＝87．8％（p＜0．OD工）

と1970年前後値が有意に多かった。

　生活習慣に関して、「友達遊びの機会がある」幼児の

割合は、1992年値652／703＝92。8％、1970年前後値

1053／1482i7L1％、「友達と上手に遊べる』割合は、

前者663／685≡96。8％、後者862／994＝86r7％、　「くせ

無し」の割合は、前者343／648≡52。9％、鋒者344／

819＝42．0％、「歯磨きする』割合は、前者707／719＝

98。3％、後者834／1199＝郵9・6％であり（以上4項目は

pく0．001）、友達とよく遊び、くせ’が少なく、歯磨き

する幼児が最近、有意に増加していた。

　食生活に関して、食欲が「良」：「普通」：「少食』

　「むら』の比率は、1992年値120（39．5％）：147（

48．3％）；28（9。2％）＝9（3．0％）、1970年前農値

567（40．1％）＝309（21。9％）：279（19。7％）；259（
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1

表2　30～36か月の発達評価と関辿が見られた18か月以前の間診項目等・

30～36か月健診の評価で18か月以前の與診時に 経過観察となった理由
周題のあった問診項目等r

発達 行動 母子関係 その他

1 主訴の数 ＊＊

か

月 間診 顔をじっとみつめる ＊＊＊ ＊＊

2か月 主訴の数 ＊＊

3か 主訴の数 ＊

月 周診 腹臥位で顔を横に向ける ＊＊＊

5 主訴の数 ＊

か

月 問診 玩呉に手を出す ＊＊

6 主訴の数 ＊ ＊

か

月 問診 お座り ＊ ＊

足をつっぱる ＊

いないいないばあを喜ぷ ＊

7 間診 支え座り ＊

か お座り ＊＊

月 立たせればつかまり立ち ＊

玩具に手を出して取る ＊＊ ＊＊＊

両手でガラガラを持つ ＊＊＊

8か月 お座り ＊

問診 一人でつかまり立ち ＊

9 主臨の数 ＊＊ ＊

か

月 間診 一人で座る ＊＊

一人立ち ＊

小さいものをつまむ ＊

呼びかけるように庫を出す ＊

玩具を取られるとおこる ＊

＊lpく0．05、　 ＊＊、』＝p＜0，01、　＊＊＊：p＜0，001

30～36か月齪診の評丘1！1で

1 8か月以前の健診時に 経過観察となった理山

問題のあった問診項同等
発逮 行動 B好閃娠 その他

10
間診 はいはい ＊

か っかまり立ち ＊＊＊ ＊ ＊

月 伝い歩き ＊

一人立ち ＊

引き出しをあけて出す ＊

後追い ＊＊ ＊＊

動作を見てまねる ＊＊ ＊＊＊

小さい子の動きに興味あり ＊

11
主訴の数 ＊

問診 一人立ち ＊＊ r＊

か 一人歩き ＊

月 じようずに歩ぐ ＊

なぐり描き ＊

ボールを転がし返す ＊＊＊ ＊

バイパイをする「 ＊＊＊ ＊＊＊

発譜、 ＊＊

言葉の理解 ＊ ＊

簡単な命令を理解し行動 ＊＊＊

17 羅訴の数 ＊＊

間診 じようずに歩く ＊＊＊

か しゃがんで拾い訪げる ＊

月 走る ＊＊＊ ＊

手をひかれ階段をあがる ＊＊＊ ＊

なぐり描き ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊

積木を2触3コ穣む ＊＊＊ ＊＊ ＊

子ともの中で機嫌よく遊ぷ ＊ ＊＊ ＊

描除や化粧なとをまねる ＊＊＊

単梧 ＊＊ ＊ ＊＊＊

二語文 ＊＊＊ ＊ ＊＊

簡単な指示や命令に応じる ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

絵本をみて物の名をいう ＊＊＊ ＊＊＊ ＊

8～10か月健診の発達評価で経観とな
った理由 発達 ＊＊r ＊＊ ＊＊＊

行動

母子関係 ＊ ＊＊＊

その他 ＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊

口

銚
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18。3％）であり、幼児の食欲が普通であると思っている

親に比べて、少食やむら食いと罵う親は最近、有意に少

なくなっていた（共にpく0．001）。おやつを規則的に

与えている親の割合は、1992年値485／553＝87。7％、

1970年前後値460／587＝78．4％と、1992年値が有意に多

かった（pく0。001）。

3、発達の予測性

　30～36か月健診で小児科医の診察により発達上要
経過観察となったり問題点を指摘された4人（0．4％）、

30～36か月健診で心理相談員により、「発達」に関

して経過観察の必要性を認められた95人（11．7％）、　「

行動」を経過観察116人（14．0％）、　「母子関係」を経

過観察116人（14．0％）、　「その他』の心理上の間題点

　（家庭環境、生活リズム、母親の希望等）を経過観察4

7人（6．2％）にっいて、有意な関連がみられた1～18

か月健診時の問診項目等を表2に示す。

　乳児期の発達や主訴数と、8～12か月健診時7》や

18～24か月健診時ωの要経過観察例との関連を調査

した以前の報告に比べて、乳児期の項目数は少なかった。

しかし、1歳健診時や1歳半健診時の発達項目や主訴数

と、30～36か月時の要経過観察例との有意な闘連は
多く認められた。

　以前の報告と同様、1～18か月健診時の主訴数が多

い場合は、30～36か月時に経観となる割合が比較的

多かっ葦。また、一般的な乳児期の発達項目、　「お座りJ

、　「？かまり立ち」、　「はいはい」、　「伝い歩き」、　「

一人歩き」、　「発語」、　「命令理解」等、そして、1歳

半健診時の発達項目の多くは、30～36か月児の 「児

の発達」と有意な関連が認められた。1～18か月の各

月齢で発達が遅れている場合、30～36か月児の発達

が経過観察となる割合が多く、逆に発達が比較的早い場

合、経過観察となる割合は少なかった。しかし、「あや

すと笑う」、「首すわり」等の乳児期初期の発達項目と

の関連性は、以前の報告に比べて少なかった。

V　考察

　都会の子どもの生活環境や親の意識は、最近20年く

らいの間に大きく変わり、それらのことが2、3歳児の

発達や生活習慣に影響を及ぼしているようであった。最

近は・子どもの遊び空間が以前よりさらに減少し、室内

遊びが増加しているがe》、家族のことや心の間題が重視

される傾向にあるといわれる9〕。身のまわりに階段をの

ぼりおりできる場　また、三翰車を乗り回す安全な場が

少なくなっているためか、これらを使用する運動機能達

成割合は以前より少なかった。しかし、幼児には外遊び

や友達がいることの大切さが一般に認識される傾向があ

り、そのため、自分の子どものことを、外でよく遊んで、

友達と上手に遊ぺると回答した母親が増加したと考えら

れる。また・近くの公園に行ってブランコや鉄棒に接す

る機会が以然より増えたため、それらを使って遊ぶ幼児

が増加したのであろう。

　食生活に関して、最近は肥満を警戒し始めたため、ま

た、順調に発育発達していれば少食等は余り心配ないと、

母親達が理解するようになったためか、子どもが「少食」

や「むら食い」と思う親が減少したと考えられる。

　1～18か月児と、2、3歳児との発達には関連がみ
られた。ただし、その関連とは、一般の2、3歳児が経

過観察となる割合10～20％が、工～18か月時の発達で

多少遅れ気味の場合20～30％くらいになる程度であった。

また、年齢差が開くほど、関連のある項目は少なくなっ

ていた。表2に示した発達の問診項目等は、発達の指標

として重要な意味をもつが、年齢が大きくなった時の子

どもの発達を予測できるものではない。発達が多少遅れ

ている乳児の親に対して、将来に不安を与えないよう、

心配事等に適切に対応することが必要である。
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